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第６回豊橋市立特別支援学校整備連絡協議会会議録要旨 

 

１ 開催日時 平成２４年８月２７日（月）午後１時３０分～午後３時００分 

２ 開催場所 豊橋市役所 東１２１会議室 

３ 出 席 者 委 員 上田裕（代理出席：黒谷厚志 愛知県教育委員会特別支援教育課主幹）、

恩田やす恵（代理出席：藤井俊博 愛知県立豊川養護学校高等部主事）、

遠山達雄、山本五夫、白井英俊、花井君枝（代理出席：小久保悦子 手を

つなぐ育成会副会長）、黒柳哲禎、村田勇一郎、小林一博、荒木登喜子、

平井敏久、増田隆雄、戸田守彦（代理出席：朝倉政彦 豊橋市立野依小学

校教頭）、安形佳典 ※敬称略 

       事務局 村田敬三（教育政策課主幹）、鈴木優一（建築課長）、 

小田恵司（教育政策課課長補佐）、柴田祥宏（教育政策課指導主事）、 

守田雅一（学校教育課指導主事）、加藤宣隆（建築課主査）、 

泙野康人（建築課）、峰野勝久（教育政策課） 

      設計業者 (株式会社 佐藤総合計画) 井下仁史、榎並靖  

  欠 席 者          鹿取健司、山嵜博充  ※敬称略 

４ 議  事 

 （進行：事務局 教育政策課主幹） 

 

・豊橋市立特別支援学校基本設計について 

設計業者及び建築課より配置図・平面図及び鳥瞰図（案）について説明 

 

＜委員＞ 

 地元としては生徒が外へ出ないように、出来る限り門が少ないほうが良いが、東門は歩行者

用と車用は１つにまとめられないか。 

＜建築課主査＞ 

 セキュリティの面では、外周によるフェンス・門扉のほか、中庭から玄関側、運動場側とも

に管理扉を設けるため、出入りについては、ここでも１つセキュリティの確保をしている。ま

た、東門については、安全を考慮し歩車分離の観点からそれぞれ門を設定している。 

＜委員＞ 

 今後児童生徒が増加した場合、現在の教室で足りるのか。 

＜教育政策課主幹＞ 

各階に転用可能な多目的教室を設定しており、ある程度の増加には耐えられると考えている。

少子化の影響もあり、県からもらっている学級数見込みも、増え続けていくとはなっていない。

ただし一方で、保育園・幼稚園では障害を持つ子が増えているという声があるのも事実。  
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＜委員＞ 

 保護者の立場からですが、高等部へ進学を希望する学習障害、発達障害の子は増えており、

豊川養護学校がマンモス化した原因もそこにあると思う。小中学校は市内の特別支援学級にい

ても、高等部から希望する子のことを考えると、すぐにいっぱいになってしまうのでは。前回

からテラスは無くなったようだが、３Ｆの教室設定はもっと増やせるのではないか。 

＜教育政策課主幹＞ 

 全体の計画面積が、当初の想定面積から増えている問題もあるが、検討はしていきたい。 

＜委員＞ 

 田原市の保護者も近くに通わせたいと思っているが、今回定員に限りがあるのも現実である。

これまでも小中学校は地元の学校で、高校から豊川養護、豊橋養護へ通う子がいるが、もし豊

橋市立に入れなかった場合、これまでどおり豊川養護、豊橋養護で受け入れてくれるのか、ま

た送迎バスは出るのかなど、不安に思っている保護者もいる。  

＜委員＞ 

 愛知県としては、豊橋以南に住んでいて、豊橋市立ではなく、豊川を希望される場合につい

ては当然受け入れる。また、スクールバスについては、豊橋市立、豊川養護学校、県立豊橋養

護学校、それぞれが重複して効率が悪くならないよう検討し、その都度３校で相談させていた

だくことになると考えている。 

＜委員＞ 

職員数に対して敷地内駐車場は６０台しか止められないが、どのように考えているか。 

＜教育政策課主幹＞ 

足りない分の駐車場については、具体的な場所は未定だが、敷地外に求めていきたいと考え

ている。 

＜委員＞ 

現在の豊川養護学校は体育館などの地域開放を行っているか。 

＜委員＞ 

体育館はしていないが、グラウンドでＯＢのサッカーチームなどに貸し出しはしている。 

＜委員＞ 

愛知県の特別支援学校については、グラウンドなど外の施設開放は行っているが、屋内は現

行では行っていない。 

＜教育政策課主幹＞ 

建設予定の尾張地区新設特別支援学校はどうか。 

＜委員＞ 

今のところ外の開放のみで考えている。 

＜委員＞ 

高等部については、「豊橋市立を卒業した生徒を原則とする」となり、進学指導の面や、表現

の仕方も含めて考える必要がある。 
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＜教育政策課主幹＞ 

確かに、原則で無い場合どうするかなど、ケースにより検討が必要。今後詰めていき、この

場でも示していきたいと考えている。 

＜委員＞ 

グラウンドを芝生化するということは、車は入れないのか。 

＜建築課主査＞ 

年に数回の想定で、対応できるようにと考えている。 

＜教育政策課主幹＞ 

頂いたご意見を反映させ、また、高等部の考え方についても、次回の会議ではお示しするこ

とができるよう調整していきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

 


